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精細デジタル資料」を積極的に制作していくこととなりました。これまでのべ 63 種類の超精細デ


































2011（平成 23）年 7 月 27 日）を作成しインターネット上に公開されました。
　このほかにご紹介すべき事項として，2003（平成 15）年に第 6 回歴博国際シンボジウム「情報
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1973 年（昭和 48 年）
　　　3 月　　東北大学工学部電子工学科卒業
1978 年（昭和 53 年）
　　　3 月　　東北大学大学院工学研究科電子工学専攻博士後期課程終了（工学博士）
　　　4 月　　日本電信電話公社横須賀電気通信研究所
1982 年（昭和 57 年）
　　　2 月　　日本電信電話公社横須賀電気通信研究所研究専門調査員
1985 年（昭和 60 年）
　　　9 月　　日本電信電話株式会社情報通信処理研究所主任研究員








1999 年（平成 11 年）
　　　4 月　　国立歴史民俗博物館情報資料研究部教授
2002 年（平成 14 年）
　　　4 月　　総合研究大学院大学文化科学研究科教授（併任）
2004 年（平成 16 年）
　　　4 月　　人間文化研究機構国立歴史民俗博物館研究部教授
　　　4 月　　総合研究大学院大学担当教授（文化科学研究科担当）（任命）
2009 年（平成 21 年）
　　　4 月　　国立歴史民俗博物館広報連携センター長（2011 年 3 月 31 日まで）
2016 年（平成 28 年）
　　　3 月　　国立歴史民俗博物館および総合研究大学院大学を定年により退職
展示プロジェクト委員歴	 展示プロジェクト名
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2000 年～ 2001 年（平成 12 年～ 13 年）
　企画展示「異界万華鏡―あの世・妖怪・占い―」
2002 年～ 2003 年（平成 14 年～ 15 年）
　企画展示「ドキュメント災害史　1703 ～ 2003―地震・噴火・津波，そして復興―」
2003 年～ 2003 年（平成 15 年～ 15 年）
　特別企画「歴史を探るサイエンス」
2003 年～ 2006 年（平成 15 年～ 18 年）
　企画展示「日本の神々と祭り―神社とは何か？―」
2004 年～ 2007 年（平成 16 年～ 19 年）	
　企画展示「西のみやこ東のみやこ―描かれた中・近世都市―」
2005 年～ 2007 年（平成 17 年～ 19 年）	
　企画展示「弥生はいつから！？―年代研究の最前線―」
2005 年～ 2010 年（平成 17 年～ 22 年）	
　総合展示リニューアル第 6室
2006 年～ 2009 年（平成 18 年～ 21 年）	
　企画展示「錦絵はいかにつくられたか」
2008 年～ 2009 年（平成 20 年～ 21 年）	
　機構連携展示「百鬼夜行の世界」
2009 年～ 2010 年（平成 21 年～ 22 年）	
　企画展示「武士とはなにか」
2011 年～ 2011 年（平成 23 年～ 23 年）	
　企画展示「風景の記録―写真資料を考える―」
2011 年～ 2012 年（平成 23 年～ 24 年）	
　人間文化研究機構連携展示「都市を描く―京都と江戸―」第Ⅰ部「洛中洛外図屏風と風俗画」
2012 年～ 2014 年（平成 24 年～ 26 年）	
　国際企画展示「文字がつなぐ―古代の日本列島と朝鮮半島―」
2014 年～ 2016 年（平成 26 年～ 28 年）	
　企画展示「歿後 150 年シーボルトの見せたかった日本（仮称）」































































6 .『画像情報が博物館で利用されるために』，画像電子学会第 30 回年次大会予稿集，pp.17–23（Jun.­2002）．
7 .『超２次関数による土器形状の記述と検索』，（共著／山口宗彦，徳永幸生）画像電子学会第 30 回年次大
会予稿集，pp.17–23（Jun.­2002）．
8 .『博物館情報の知的横断検索のためのフレームワーク』，（共著／山田篤，他）画像電子学会第 30 回年次
大会予稿集，pp.75–76（Jun.­2002）．







12.『博物館情報横断検索その役割と課題』，（共著／小町祐史，他）画像電子学会第 10 回 VMA研究会予稿集，
4（Jan.­2003）．
13.『博物館情報横断検索のための記述構造相互変換のプロトタイピングと評価』，（共著／山田篤，他）画





















































































































第 7 回情報科学技術フォーラム（FIT2008），J–012，pp.429–430（第 3分冊）（Sep.­2008）．
68.『歴史資料の超高精細画像による提示方式の検討―自由操作とシナリオナビゲーションの統合―』，（共
著／鈴木卓治）画像電子学会第 7回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.1–6（Mar.­2009）．
69.『博物館資料群中の語の共起関係を用いた関連語抽出』，（共著／山田篤，小町裕史）画像電子学会第 7
回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.7–10（Mar.­2009）．
70.『歴史画像閲覧システムにおける解説表示領域の設定法の検討』，（共著／早野浩章，鈴木卓治，徳永幸生，
杉山　精）情報処理学会第 71 回全国大会講演論文集，2F–5，pp.4–21–22（Mar.­2009）．
71.『歴史資料における解説表示設定のための領域抽出法の検討』，（共著／西郷智気，徳永幸生，杉山　精）
情報処理学会第 71 回全国大会講演論文集，1Y–5，pp.4–151–152（Mar.­2009）．
72.『資源共有化事業・統合検索システムについて』，第 1回人間文化に関わる情報資源共有化研究会，人間
文化研究機構（15­Dec.­2008）．
73.『文化資源情報の研究機関間連携の課題』，研究・教育のためのデータ連携ワークショップ第 1回，国立
情報学研究所（22­Apl.­2009）．
74.『統合検索システム概要と今後の展開』，第 1回人間文化研究情報資源共有化研究会，人間文化研究機構­
（29­May.­2009）．
75.『博物館資料群中の語の共起関係を用いた関連語抽出における主要語選定の効果』，（共著／山田篤，小
町祐史）画像電子学会第 38 回年次大会予稿集，T1–1（CD–ROM）（Jun.­2009）．
76.『博物館資料情報統合検索のためのコアメタデータ』，（共著／山本泰則）情報処理学会シンポジウム論
文集，vol.2009，No.16，pp.287–294（Dec.­2009）．
77.『歴史データベースの検索インタフェース設計のための利用度推定法の検討』，（共著／小野田賢人，徳
永幸夫，杉山精）画像電子学会第 8回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.1–8（Mar.­2010）．
78.『関連語による博物館情報探索における到達容易性の評価』，（共著／山田篤，小町裕史）画像電子学会
第 8回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.9–12（Mar.­2010）．
79.『歴史資料画像におけるオブジェクト群の集合化手法の検討』，（共著／西郷智気，徳永幸生，杉山　精）
情報処理学会第 72 回全国大会講演論文集，6ZF–7，pp.4–185–186（Mar.­2010）．
80.『歴史資料画像の任意の対応点に基づく比較表示手法の検討』，（共著／川北明広，徳永幸生，杉山　精）
情報処理学会第 72 回全国大会講演論文集，3ZM–7，pp.4–863–864（Mar.­2010）．
81.『文化資源情報統合検索のための交換メタデータ』，画像電子学会第 38 回年次大会予稿集，T1–3（CD–
ROM）（Jun.­2010）．
82.『博物館情報探索における関連語の順位を考慮した到達容易性の評価』，（共著／山田篤，小町祐史）画
像電子学会第 38 回年次大会予稿集，T1–4（CD–ROM）（Jun.­2010）．
83.『歴史資料画像の比較表示における対応点数と誤差の評価』，（共著／川北明広，徳永幸生，杉山　精）
第 9回情報科学技術フォーラム講演論文集，N–011，pp.471–472（第 4分冊）（Sep.­2010）．
84.『歴史データベース検索のユーザインタフェースを考慮した利用度推定』，（共著／小野田賢人，徳永幸生，
杉山　精）第 9回情報科学技術フォーラム講演論文集，N–012，pp.473–474（第 4分冊）（Sep.­2010）．
85.『歴史DBの検索インタフェース設計に向けた検索語の分析』，（共著／小野田賢人，徳永幸夫，杉山精）
画像電子学会第 9回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.1–8（Mar.­2011）．
86.『博物館情報探索における到達容易性向上のための資料群分割の効果』，（共著／山田篤，小町裕史）画
像電子学会第 9回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.9–14（Mar.­2011）．
87.『絵巻資料画像の任意の対応点に基づく比較表示手法の検討』，（共著／川北明広，徳永幸生，杉山　精）
情報処理学会第 73 回全国大会講演論文集，pp.4–631–632（Mar.­2011）．
88.『博物館情報探索における資料群分割の到達容易性による評価』，（共著／山田篤，小町祐史）画像電子
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学会第 31 回年次大会予稿集，T1–1（CD–ROM）（Jun.­2011）．
89.『歴史資料画像の任意の対応点に基づく比較表示手法の検討』，（共著／川北明，徳永幸夫，杉山精）画
像電子学会第 39 回年次大会予稿集，T1–3（CD–ROM）（Jun.­2011）．
90.『局所的に入れ替わりがある絵画資料画像の任意の対応点に基づく比較表示方法の検討』，（共著／川北明
広，徳永幸生，杉山　精）第10回情報科学技術フォーラム講演論文集，pp.409–410（第 4分冊）（Sep.­2011）．
91.『歴史文化資源情報の保全―システム工学的見方から―』，人間文化研究情報資源共有化研究会（第 6回）
報告集３，pp.39–44（Dec.­2011）．­
92.『歴史データベースにおける検索インターフェース設計のためのガイドライン作成』，（共著／小野田賢
人，徳永幸夫，杉山精）画像電子学会第 10 回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.1–5（Mar.­2012）．
93.『博物館関連語検索のための木構造を反映した資料群の構成法』，（共著／山田篤，小町裕史）画像電子
学会第 10 回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.6–11（Mar.­2012）．
94.『時間と場所の情報を有する大量の写真画像の提示方法の検討』，（共著／田中紀之，徳永幸夫，杉山精）
画像電子学会第 10 回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.18–24（Mar.­2012）．
95.『歴史資料画像の任意の対応点に基づく比較表示と対応点設定手法の検討』，（共著／川北明，徳永幸夫，
杉山精）画像電子学会第 10 回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.25–30（Mar.­2012）．­
96.『正倉院文書における画像処理を用いた切り分け位置の検出手法の検討』，（共著／脇　正宏，徳永幸夫，
杉山精）画像電子学会第 10 回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.51–55（Mar.­2012）．
97.『大型絵画資料の比較表示と解説表示』，（共著／鈴木卓治，徳永幸生）画像電子学会第 40 回年次大会予
稿集，T1–1（CD–ROM）（Jun.­2012）．
98.『博物館関連語検索のための資料群構成法の評価』，（共著／山田篤，小町祐史）画像電子学会第 40 回年
次大会予稿集，T1–3（CD–ROM）（Jun.­2012）．
99.『nihuINTにおける人文科学研究資源の探索支援』，（共著／山田太造，古瀬　蔵）情報処理学会研究報告，
vol.2012，No.9，2012–CH–96–9，pp.1–8（2012）．
100.『人文科学データベース統合検索のためのメタデータとその応用』，（共著／山田太造，山本泰則，古瀬蔵）
情報処理学会シンポジウムシリーズ，vol.2012，No.7，pp.71–78（Nov.­2012）．
101.『複数のジャンルを対象とした博物館関連語検索』，（共著／山田篤，小町裕史）画像電子学会第 11 回画
像ミュージアム研究会予稿集，pp.1–8（Mar.­2013）．
102.『時間と場所の情報で配置した大量の写真画像提示における利用特性の分析』，（共著／田中紀之，徳永
幸夫，杉山精）画像電子学会第 11 回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.9–16（Mar.­2013）．
103.『色相情報に基づく正倉院文書の切り分け位置の検討』，（共著／脇　正宏，徳永幸夫，米村俊一）情報
処理学会第 75 回全国大会講演論文集，6U–2，pp.2–621–622（Mar.­2013）．
104.『正倉院文書の表裏比較表示における対応点の設定方法の検討』，（共著／平野清典，徳永幸夫，米村俊一）
情報処理学会第 75 回全国大会講演論文集，5ZF–4，pp.4–835–836（Mar.­2013）．
105.『正倉院文書の表裏比較表示における対応点の最適配置の検討』，（共著／平野清典，徳永幸夫，米村俊一）
画像電子学会第 41 回年次大会予稿集，S4–3（CD–ROM）（Jun.­2013）．
106.『正倉院文書の並び替えのための断簡と台紙の領域分離方法』，（共著／脇正宏，米村俊一，徳永幸夫）
画像電子学会第 41 回年次大会予稿集，T3–1（CD–ROM）（Jun.­2013）．
107.『自由操作とシナリオナビゲーションを統合した展示用閲覧システムのログ分析による評価』，（共著／
鈴木卓治，徳永幸夫）画像電子学会第 41 回年次大会予稿集，T3–2（CD–ROM）（Jun.­2013）．
108.『博物館収蔵品の発見的検索手法の提案』，（共著／山田篤，小町祐史）画像電子学会第 41 回年次大会
予稿集，T3–3（CD–ROM）（Jun.­2013）．
109.『高精細画像を用いた正倉院文書の調査研究支援自在閲覧システム』，（共著／鈴木卓治，仁藤敦史，平野清
典，米村俊一，徳永幸生）情報処理学会シンポジウムシリーズ，vol.2013，No.4，pp.217–224（Dec.­2013）．
110.『正倉院文書の料紙と繋紙の切り分けと並べ替え』，（共著／脇　正宏，米村俊一，徳永幸夫）画像電子
学会第 12 回画像ミュージアム研究会予稿集，pp.1–６（Feb.­2014）．
111.『博物館資料名称の関連度を用いた分野横断検索』，（共著／山田篤，小町裕史）画像電子学会第 12 回画
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像ミュージアム研究会予稿集，pp.29–34（Feb.­2014）．
112.『大量の歴史資料画像の提示法』，（共著／鈴木卓治）平成 26 年電気学会電子・情報・システム部門大会
講演論文集，OS12–7，pp.1178–1183（Sep.­2014）．
Ⅲ　展示図録
1 .『デジタル技術による歴史展示と研究』，国立歴史民俗博物館特別企画「歴史を探るサイエンス」展示図録，
pp.56–57（Oct.­2003）．
2 .『デジタルで探る』，（共著／鈴木卓治）国立歴史民俗博物館特別企画「歴史を探るサイエンス」展示図録，
pp.58–61（Oct.­2003）．
3 .『超精細ディジタル資料による展示』，国立歴史民俗博物館企画展示「ドキュメント災害史 1703–2003」
展示図録，pp.20–22（Jul.­2003）．
4.『デジタル資料「絵画に見る出雲大社周辺の 700 年」』の制作，国立歴史民俗博物館企画展示「日本の神々
と祭り―神社とは何か？―」展示図録，pp.56–57（Mar.­2006）．
5 .『正倉院文書の裏表の対応表示』，国立歴史民俗博物館国際企画展示「文字がつなぐ―古代の日本列島と
朝鮮半島―」展示図録，p.142（Oct.­2014）．
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